
 

プレスリリース
〈報道関係者各位〉  

令和 5年 7月 12 日 

大阪歴史博物館

大阪歴史博物館　特集展示

「新発見！なにわの考古学 2023」
を開催します

　大阪歴史博物館では、令和5年（2023）10月4日（水）から令和6年（2024）1月8日（月・祝）まで、

8階特集展示室において、特集展示「新発見！なにわの考古学2023」を開催します。

　令和3年（2021）から4年 (2022)度を中心に、一般財団法人 大阪市文化財協会・大阪市教育委員

会が実施した大阪市内の遺跡発掘調査の中から、主な調査成果を出土遺物や写真パネルで紹介します。

　大阪市内には数多くの遺跡が埋もれており、毎年各地で発掘調査が行われています。本展覧会では、

住吉区山之内遺跡で出土した旧石器時代から縄文時代にかけての狩猟具、JR新大阪駅付近にある西

中島７丁目所在遺跡 B地点で見つかった古代～中世の建物跡と土器群、中世の信仰をうかがうことので

きる浪速区浪速東遺跡出土の杮経などを展示します。発掘成果を通して、都市大阪が長い歴史を基盤

として成り立っていることを感じていただければ幸いです。

こけらきょう

※なお、本展覧会は、地方独立行政法人 大阪市博物館機構と一般財団法人 大阪市文化財協会の包括連携協定に
基づいて共催する事業です。



主な展示資料

中世の信仰をうかがうことのできる杮経　
鎌倉～室町時代（13～15世紀）　浪速区浪速東遺跡　
大阪市教育委員会蔵

こけらきょう

平安時代の柱穴に捨てられた土器　
平安時代 (11世紀後葉～12世紀前半)　東淀川区西中島7丁目所在遺跡 B地点　
大阪市教育委員会蔵

杮経とは写経の一種で、薄い木の板に経文を墨書
したものです。仏教の功徳を積むために行われ、

中世から近世にかけて流行しました。出土した杮経
はスギ材20枚の裏表に「仏説阿弥陀経」中段にあ

たる639文字を記したものです。杮経は寺院に奉
納されたり容器に入れて埋められたりしましたが、

この杮経は、汽水が入り込む海浜部の溝より出土
していることから、海へ流そうとしていたと考えられ

ています。

※資料保護のため、実物資料は展示期間を限って入れ替えます。
詳細は、決まり次第、当館ホームページにてお知らせします。

JR新大阪駅のすぐ南西で、古代から中世にかけての建物や井戸等の跡が見つかりました。建物の一つは11世

紀後葉から12世紀前半頃のもので、三～四方に庇を持つとみられる格式の高い建物でした。この建物を解体し

た際、柱を抜き取った穴に土師器皿等をまとめて捨てていました。調査地は中世の宮原荘や宮原南荘の推定地

付近にあり、荘園の暮らしや変遷を知るための大きな手がかりといえます。

ひさし

みやはらしょう みやはらみなみしょう



「大阪の歴史を掘る 2023」講演会
【日　時】令和5年11月5日（日）午後1時30分～4時30分（受付 :午後1時～）

【会　場】大阪歴史博物館　4階　講堂

【題　目】「大阪市内の発掘調査成果―令和4年度を中心に―」
　　　　　　平田 洋司（大阪市文化財協会 学芸員）

            「戦国都市大坂―本願寺寺内町と周辺都市の発展―」
　　　　　　仁木 宏 氏（大阪公立大学 教授）

※参加費・参加方法等の詳細は、決まり次第、当館ホームページにてお知らせします。

展示解説
【日　時】①令和5年10月7日（土）　②11月3日（金・祝）　③12月3日（日）　④令和6年1月6日（土）

　　　     ※いずれも午後2時から30分程度

【担　当】①・②杉本 厚典（大阪歴史博物館 学芸員）

　　　     ③清水 和明（大阪市文化財協会 学芸員）

　　　     ④小田木 富慈美（大阪市文化財協会 学芸員）

【会　場】大阪歴史博物館　8階　特集展示室

【参加費】無料（ただし、入場には常設展示観覧券が必要です）

【参加方法】当日直接会場へお越し下さい

関連行事

旧石器時代から縄文時代にかけての狩猟具　
旧石器時代～縄文時代（約20,000年前～4,500年前）　住吉区山之内遺跡　
大阪市教育委員会蔵

山之内遺跡では石器とその素材が出土しました。

サヌカイト製のナイフ形石器（後期旧石器時代）、

有茎尖頭器（縄文時代草創期）、石鏃（縄文時代

前～中期頃）はいずれも狩猟の道具です。ナイフ

形石器は氷河期の大型哺乳類を狩るための槍先、

有茎尖頭器は投槍の先として用いられ、石鏃は弓

矢の矢の先端に取り付けて、動きのすばやい小

動物等を射るために使われました。気候や自然環

境によって棲息する動物は変化し、狩猟の道具も

それに適した形に変わっていきます。先史時代の

狩猟具の変遷を一つの調査地で追うことができる

貴重な調査成果です。

ゆうけいせんとう き せきぞく



【名　　称】　特集展示「新発見！なにわの考古学2023」

【会　　期】　令和5年（2023）10月4日（水）～令和6年（2024）1月8日（月・祝）

【休 館 日】　火曜日、年末年始（12月28日～1月4日）

【開館時間】　午前9時30分～午後5時　※入館は閉館の30分前まで

【会　　場】　大阪歴史博物館　8階　特集展示室
　　　　   　〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　   　電話　06-6946-5728 　ファックス　06-6946-2662
　　　　   　 https://www.osakamushis.jp
　　　　  　  (最寄駅）Osaka Metro谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②・⑨号出口
　　　　                  　 大阪シティバス「馬場町」バス停前

【観 覧 料】　常設展示観覧料で観覧いただけます。
　　　　   　大人600円（540円）、高校生・大学生400円（360円）
　　　　   　※(　)内は20名以上の団体割引料金
　　　　   　※中学生以下・大阪市内在住の65歳以上の方（要証明証提示）、
　　　　   　　障がい者手帳等をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

【主　　催】　大阪歴史博物館、一般財団法人 大阪市文化財協会

【展示資料数】　約350点

開催概要

取材をご希望の場合は、事前に下記担当までご連絡ください。

（連絡先）大阪歴史博物館　企画広報課　企画広報係　　　

               電話　06-6946-5728 　ファックス　06-6946-2662

取材について

 

お知らせ

当館ホームページのアドレス（URL）が変更になりました。
お手数をおかけしますが、新アドレスへの設定変更をお願い申し上げます。

旧アドレス：http://www.mus-his.city.osaka.jp

新アドレス：https://www.osakamushis.jp


